
【
メ
ー
デ
ー
に
参
加
】

第
84
回
メ
ー
デ
ー
は
、
４
月

27
日
に
愛
媛
、
29
日
に
高
知
、

５
月
１
日
に
香
川
と
徳
島
で
そ

れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
か
ら
も
多
数
の
組
合
員
が

参
加
し
た
。

高
松
市
の
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松

多
目
的
広
場
で
は
、
午
前
９
時

よ
り
香
川
県
メ
ー
デ
ー
中
央
集

会
が
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
組
合
員
を
含
む
約
２
０
０
０

人
（
主
催
者
発
表
）
が
集
結
し

た
。主

催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
連
合
香
川
の
小
川
会
長
は
、

「
円
安
・
株
高
が
続
い
て
い
る
が
、
多
く
の
島
民
に
は
景
気
回
復

の
実
感
が
な
い
、
景
気
回
復
を
実
感
す
る
に
は
、
地
場
の
中
小
企

業
の
力
を
労
働
運
動
に
集
結
さ
せ
、
賃
上
げ
の
強
力
な
推
進
が
必

要
で
あ
る
」
と
挨
拶
。
ま
た
、
参
議
院
選
挙
に
つ
い
て
、
「
民
主

党
に
対
す
る
失
望
が
蔓
延
し
て
い

る
が
、
自
民
党
に
対
抗
し
う
る
政

治
勢
力
が
絶
対
に
必
要
で
あ
る
」

と
支
持
を
訴
え
た
。

続
い
て
メ
ー
デ
ー
宣
言
が
読
み

上
げ
ら
れ
、
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
志
を
同
じ
く
す
る
仲
間
と
の
連

携
と
、
す
べ
て
の
働
く
者
の
連
帯

で
、
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ

Ｔ
Ｈ
Ｅ

格
差
社

会
！
暮
ら
し
の
底
上
げ
を
果
た
し

「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社

会
」
を
実
現
し
よ
う
！
」
と
の
宣

言
を
採
択
し
た
。
そ
の
後
、
参
加

者
は
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
気
勢
を

上
げ
、
高
松
市
中
央
通
り
を
デ
モ

行
進
し
た
。

そ
の
他
、
丸
亀
・
西
条
・
松
山
・

徳
島
・
高
知
の
各
メ
ー
デ
ー
会
場

に
も
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら
多
く
の

組
合
員
が
参
加
し
、
働
く
者
の
生

活
改
善
を
訴
え
た
。

第８４回メーデー四国各地で開催される！

メーデーは働く人たちが主役。
声をひとつに仲間を集めて、

安心して暮らせる未来をみんなでつくろう！

第
８
回
本
部
執
行
委

員
会
は
、

４
月
13

日

（
土
）
11
時
10
分
よ
り

本
部
１
階
会
議
室
で
開

催
さ
れ
た
。

嶋
田
副
委
員
長
は
冒

頭
、
「
今
年
度
も
新
入

社
員
79
名
全
員
の
加
入

を
達
成
し
、
新
入
組
合

員
歓
迎
会
を
開
催
し
た
。

新
入
組
合
員
は
、
今
後
、

各
職
場
に
配
属
さ
れ
る

が
、
各
支
部
・
分
会
で

の
フ
ォ
ロ
ー
を
お
願
い

す
る
。
」
と
要
請
す
る

と
と
も
に
、
13
春
闘
及

び
平
成
25
年
度
事
業
計

画
の
内
容
、
安
全
に
対

す
る
取
り
組
み
、
更
に

は
、
現
在
行
っ
て
い
る

各
地
区
職
場
対
話
行
動

の
途
中
経
過
等
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
経
過
報
告

と
議
事
に
移
り
、
意
思

統
一
を
図
っ
た
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
拡
大

・
第
１
回
組
織
対
策
委

員
会

（
経
営
協
議
会
）

・
事
業
計
画
、
営
業
施

策
に
関
す
る
付
議
に

つ
い
て

（
団
体
交
渉
）

・
13
春
闘
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国

バ
ス
）

（
財
政
）

・
第
２
回
組
織
財
政
専

門
委
員
会

（
新
入
社
員
）

・
組
合
加
入
行
動

・
新
入
組
合
員
歓
迎
会

・
共
済
説
明
会

（
職
場
対
話
行
動
）

・
愛
媛
支
部

（
レ
ク
）

・
第
11
回
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
グ
ル
ー
プ
Ｐ
Ｔ
・
幹

事
会

【
議
事
】

①
団
体
交
渉

・
新
賃
金
、
諸
制
度
改

善
、
契
約
社
員
新
賃

金
（
妥
結
承
認
）

②
平
成
25
年
度
の
夏
季

手
当
要
求
の
基
本
的

な
考
え
方
に
つ
い
て

③
平
成
25
年
度
の
夏
季

賞
与
要
求
の
基
本
的

な
考
え
方
に
つ
い
て

④
第
32
回
定
期
大
会

・
選
挙
管
理
委
員
会
の

設
置
に
つ
い
て

・
第
１
回
選
挙
管
理
委

員
会
の
開
催
に
つ
い

て
⑤
大
阪
地
区
集
会
及
び

東
京
地
区
集
会
の
開

催
に
つ
い
て

⑥
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て

⑦
そ
の
他

・
次
期
（
第
９
回
）
執

行
委
員
会
の
開
催
に

つ
い
て

・
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
期
間
中
に
お
け
る

本
部
へ
の
連
絡
体
制

に
つ
い
て

・
そ
の
他

第
８
回

本
部
執
行

委
員
会
開

催

４
月
３
日
の
愛
媛
県

東
予
地
区
を
皮
切
り
に
、

中
濱
委
員
長
は
じ
め
本

部
各
担
当
及
び
支
部
役

員
に
よ
る
四
国
全
県
職

場
対
話
行
動
が
実
施
さ

れ
た
。

こ
の
職
場
対
話
行
動

は
、
春
闘
の
取
り
組
み

経
過
を
は
じ
め
と
す
る

最
近
の
情
勢
等
に
つ
い

て
報
告
す
る
中
で
、
各

職
場
に
お
け
る
組
合
員

の
生
の
声
を
聞
き
、
今

後
の
取
り
組
み
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。

組
合
員
か
ら
は
、
効

率
化
施
策
、
労
働
条
件

関
係
や
安
全
、
ダ
イ
ヤ

改
正
等
の
職
場
諸
問
題

を
は
じ
め
、
政
策
課
題

に
対
す
る
取
り
組
み
等

に
つ
い
て
の
意
見
が
多

く
出
さ
れ
た
。

職
場
対
話
行
動
で
集

約
し
た
意
見
に
つ
い
て

は
精
査
し
、
今
後
、
団

体
交
渉
や
経
営
協
議
会

等
に
反
映
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

職
場
対
話
行
動
は
、
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
運
動
の
周

知
と
意
思
統
一
を
図
っ

て
い
く
上
か
ら
も
重
要

な
活
動
と
位
置
付
け
て

お
り
、
今
後
も
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
と
す
る
。

各

地

区

対

話

行

動

開

催



爽
や
か
ゴ
ル
フ
大
会

私
た
ち
多
度
津
運
転
区

分
会
で
は
、
３
月
25
日
か

ら
28
日
ま
で
の
４
日
間
、

ま
ん
の
う
町
の
琴
平
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
於
い
て

ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

幸
い
４
日
間
と
も
春
ら

し
い
天
候
に
恵
ま
れ
、
鮮

や
か
な
芝
の
緑
の
中
、
右

に
左
に
飛
ん
で
い
く
ボ
ー

ル
を
追
い
な
が
ら
爽
や
か

な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

和
気
あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー

す
る
人
、
黙
々
と
勝
負
に

徹
す
る
人
と
、
思
い
思
い

の
ラ
ウ
ン
ド
を
過
ご
し
て
、

日
々
の
疲
れ
も
忘
れ
て
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
巧
み
な
技

術
と
コ
ー
ス
戦
略
で
コ
ン

ス
タ
ン
ト
に
ス
ト
ロ
ー
ク

を
縮
め
て
好
ス
コ
ア
を
出

し
た
竹
内
利
文
組
合
員
が

見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
明
る
く
楽

し
い
サ
ー
ク
ル
活
動
を
計

画
し
、
組
合
員
の
健
康
と

親
睦
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

多
度
津
運
転
区
分
会

須
田

幸
次

学
習
会
と
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
開
催
！

私
た
ち
多
度
津
運
転
区

分
会
で
は
、
４
月
10
日
に

学
習
会
と
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

学
習
会
で
は
、
吉
田
分

会
長
よ
り
春
季
生
活
闘
争

の
経
過
や
、
職
場
諸
問
題
・

ダ
イ
ヤ
改
正
に
つ
い
て
の

問
題
提
起
を
受
け
、
参
加

組
合
員
か
ら
の
活
発
な
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

学
習
会
終
了
後
に
は
組

合
員
の
家
族
も
加
わ
っ
て
、

桜
の
花
の
花
び
ら
は
散
っ

て
い
ま
し
た
が
、
堀
江
公

園
ま
で
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

を
行
い
、
快
晴
の
青
空
の

中
を
目
的
地
ま
で
散
策
し

ま
し
た
。

爽
や
か
な
汗
を
か
い
た

後
に
は
お
花
見
へ
と
移
り
、

組
合
員
に
よ
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

な
ど
の
料
理
を
堪
能
し
な

が
ら
お
互
い
の
親
睦
を
深

め
あ
い
、
よ
り
一
層
組
織

の
充
実
と
活
性
化
を
図
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

多
度
津
運
転
区
分
会

塩
田

敬
士

分
会
主
催
増
収
活
動
ス

タ
ー
ト
！

私
た
ち
多
度
津
運
転
区

分
会
で
は
、
４
月
22
日
か

ら
25
日
、
27
日
の
５
日
間

の
日
程
で
、
今
年
度
最
初

と
な
る
四
国
再
発
見
あ
じ

な
散
歩
道
「
丸
亀
鳥
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

今
回
も
多
く
の
組
合
員

に
参
加
し
て
頂
き
、
丸
亀

鳥
で
は
、
ジ
ュ
ー
シ
ー
な

若
鶏
と
歯
応
え
の
あ
る
親

鳥
を
肴
に
、
組
合
員
相
互

の
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

日
頃
は
緊
張
感
の
続
く
乗

務
を
し
て
ま
す
が
、
ひ
と

時
の
休
息
を
過
ご
し
、
心

身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

す
る
こ
と
が
で
き
、
今
後

の
鋭
気
を
養
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
本
部
方

針
に
基
づ
い
た
分
会
活
動

を
積
極
的
に
計
画
し
、
組

合
員
の
親
睦
と
組
織
強
化

に
繋
が
る
運
動
を
継
続
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
度
津
運
転
区
分
会

吉
田

浩
二

ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
増
収

ツ
ア
ー
を
開
催
！

私
た
ち
松
山
運
転
所
分

会
で
は
、
２
月
20
日
〜
23

日
に
今
年
度
ラ
ス
ト
ス
パ
ー

ト
と
題
し
て
再
発
見
増
収

ツ
ア
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。

開
催
場
所
は
、
愛
媛
と

い
え
ば
松
山
湯
の
町
道
後

温
泉
!!
『
道
後
館
』
に
て

開
催
し
、
４
日
間
で
総
勢

76
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
参
加
者
の
中
に
は
、

名
湯
、
道
後
温
泉
に
入
っ

た
こ
と
の
な
い
人
も
お
り
、

名
湯
に
感
動
す
る
人
、
ゆ
っ

く
り
と
疲
れ
を
癒
し
て
い

る
人
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
温

泉
で
汗
を
流
し
た
後
に
は
、

海
の
幸
、
山
の
幸
の
美
味

し
い
食
事
と
喉
を
潤
す
ビ
ー

ル
に
、
参
加
者
の
会
話
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
楽

し
く
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
多
く
の
組
合

員
が
参
加
で
き
る
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
を
企
画
し
親
睦
を

深
め
る
と
と
も
に
、
分
会

組
織
の
更
な
る
団
結
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

松
山
運
転
所
分
会

河
野

貴
文

増
収
レ
ク
開
催
！

高
知
県
協
で
は
、
平
成

25
年
度
の
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ

シ
ュ
と
し
て
、
４
月
５
・

６
日
の
両
日
、
あ
じ
な
散

歩
道
を
利
用
し
、
「
か
ん

ぽ
の
宿
」
へ
の
増
収
レ
ク

を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
増
収
レ
ク
は
、

１
日
目
と
２
日
目
で
天
気

が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た

が
、
道
中
で
は
参
加
者
同

士
の
会
話
が
弾
み
、
目
的

地
に
着
く
と
、
料
理
と
お

酒
に
舌
鼓
を
打
ち
、
清
流

「
仁
淀
川
」
の
流
れ
を
聞

き
な
が
ら
、
笑
い
が
絶
え

な
い
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
、
有
意
義
な
春
の
一
日

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

高
知
支
部
で
は
、
「
四

国
再
発
見
」
増
収
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
早
期
全
員
達
成

に
向
け
、
こ
れ
か
ら
も
魅

力
あ
る
レ
ク
を
企
画
・
開

催
し
て
い
き
ま
す
。

高
知
支
部

芝

茂
和

レ
ク
・
サ
ー
ク
ル
だ
よ
り

香

川

支

部

高

知

支

部

愛

媛

支

部

４
月
13
日
（
土
）
10

時
40
分
よ
り
平
成
26
年

度
以
降
の
新
た
な
財
政

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

検
討
を
行
う
こ
と
を
目

的
に
「
第
２
回
組
織
財

政
専
門
委
員
会
」
が
開

催
さ
れ
た
。

委
員
会
で
は
、
今
後

の
組
合
員
数
の
推
移
予

測
に
基
づ
い
た
収
支
予

測
に
つ
い
て
事
務
局
か

ら
提
起
が
あ
り
、
各
委

員
に
よ
る
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。

今
後
も
定
期
的
に
本

委
員
会
を
開
催
し
、
平

成
26
年
度
以
降
も
健
全

で
安
定
し
た
財
政
を
維

持
す
る
た
め
、
財
政
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
更
に
議
論
を
深
め

て
い
く
こ
と
と
し
た
。

第
２
回
組
織
財
政
専
門
委
員
会
を
開
催
！

今
年
で
７
回
目
と
な
っ

た
本
部
青
年
女
性
会
議

主
催
の
「
支
部
対
抗
軟

式
野
球
大
会
」
は
、
４

月
18
日
（
木
）
、
初
夏

を
思
わ
せ
る
よ
う
な
晴

天

の
中

、

高
松

市

の

「
レ
ク
ザ
ム
ス
タ
ジ
ア

ム
」
で
開
催
さ
れ
た
。

大
会
は
、
香
川
、
愛

媛
、
徳
島
、
高
知
支
部

の
４
チ
ー
ム
の
選
手
の

他
に
、
本
部
青
女
役
員

が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参

加
、
ま
た
審
判
員
に
は
、

我
々
の
仲
間
の
公
式
審

判
員
３
名
が
ジ
ャ
ッ
ジ

を
務
め
、
大
会
は
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。

試
合
は
、
４
チ
ー
ム

に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
で
行
わ
れ
、
青
年

女
性
組
合
員
に
よ
る
は

つ
ら
つ
と
し
た
真
剣
勝

負
が
行
わ
れ
た
。

決
勝
戦
は
、
こ
れ
ま

で
優
勝
経
験
の
あ
る
愛

媛
支
部
と
昨
年
優
勝
の

高
知
支
部
の
対
戦
と
な

り
、
熱
戦
の
末
、
愛
媛

支
部
チ
ー
ム
が
優
勝
を

飾
っ
た
。

《
試
合
結
果
》

【
１
回
戦
】

香
川
０
―
４
愛
媛

徳
島
１
―
６
高
知

【
三
位
決
定
戦
】

香
川
３
―
４
徳
島

【
決
勝
戦
】

愛
媛
５
―
２
高
知

愛
媛
支
部
チ
ー
ム
が
優
勝
！

第
７
回
支
部
対
抗
軟
式
野
球
大
会
開
催


